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問

次
の
文
中
の
傍
線
部
①
～
㉟
の
用
言
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
文
法
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

文
法
的
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て

用
言
の
場
合
、
活
用
の
種
類
、
品
詞
名
、
終
止
形
（
原
形
）
、
活
用
形
の
順
に
説
明
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、

「
雨
降
れ
ば
」
の
「
降
れ
」
は
、
ラ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
降
る
」
の
已
然
形
、

「
心
美
し
か
ら
ば
」
の
「
美
し
か
ら
」
は
、
シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
美
し
」
の
未
然
形
、

「
あ
は
れ
な
れ
ば
」
の
「
あ
は
れ
な
れ
」
は
、
ナ
リ
活
用
の
形
容
動
詞
「
あ
は
れ
な
り
」
の
已
然
形
、

の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

八
月
十
五
日
ば
か
り
の
月
に
出
で
①
ゐ
て
、
か
ぐ
や
姫
、
い
と
②
い
た
く
③
泣
き
た
ま
ふ
。
人
目
も
、
今
は
つ
つ
み
た
ま
は
ず
泣
き
た
ま
ふ
。
こ
れ
を

④
見
て
、
親
ど
も
も
、｢

何
事
ぞ
。
」
と
⑤
問
ひ
騒
ぐ
。
か
ぐ
や
姫
、
泣
く
泣
く
言
ふ
、｢

さ
き
ざ
き
も
⑥
申
さ
む
と
思
ひ
し
か
ど
も
、
か
な
ら
ず
心
惑
は

し
た
ま
は
む
も
の
ぞ
と
思
ひ
て
、
今
ま
で
過
ご
し
⑦
は
べ
り
つ
る
な
り
。
さ
の
み
や
は
と
て
、
う
ち
⑧
出
で
は
べ
り
ぬ
る
ぞ
。
お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の

人
に
も
⑨
あ
ら
ず
。
月
の
都
の
人
な
り
。
そ
れ
を
な
む
、
昔
の
契
り
⑩
あ
り
け
る
に
よ
り
て
な
む
、
こ
の
世
界
に
は
⑪
ま
う
で
来
た
り
け
る
。
今
は
、
⑫

帰
る
べ
き
に
な
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
月
の
十
五
日
に
、
か
の
元
の
国
よ
り
、
迎
へ
に
人
々
⑬
ま
う
で
来
む
ず
。
さ
ら
ず
ま
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
思
し
嘆
か

む
が
⑭
悲
し
き
こ
と
を
、
こ
の
春
よ
り
、
思
ひ
嘆
き
は
べ
る
な
り
。
」
と
言
ひ
て
、
⑮
い
み
じ
く
泣
く
を
、
翁
、｢

こ
は
、
な
で
ふ
こ
と
を
の
た
ま
ふ
ぞ
。

竹
の
中
よ
り
⑯
見
つ
け
き
こ
え
た
り
し
か
ど
、
菜
種
の
大
き
さ
⑰
お
は
せ
し
を
、
わ
が
丈
立
ち
並
ぶ
ま
で
養
ひ
た
て
ま
つ
り
た
る
わ
が
子
を
、
何
人
か
⑱

迎
へ
き
こ
え
む
。
ま
さ
に
許
さ
む
や
。
」
と
言
ひ
て
、｢

わ
れ
こ
そ
⑲
死
な
め
。
」
と
て
泣
き
の
の
し
る
こ
と
、
い
と
⑳
堪
へ
が
た
げ
な
り
。

か
ぐ
や
姫
の
い
は
く
、｢

月
の
都
の
人
に
て
父
母
あ
り
。
か
た
時
の
間
と
て
、
か
の
国
よ
り
ま
う
で
来
し
か
ど
も
、
か
く
こ
の
国
に
は
あ
ま
た
の
年
を

㉑
経
ぬ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
か
の
国
の
父
母
の
こ
と
も
㉒
お
ぼ
え
ず
。
こ
こ
に
は
、
か
く
㉓
久
し
く
遊
び
き
こ
え
て
、
慣
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
り
。
㉔
い

み
じ
か
ら
む
心
地
も
㉕
せ
ず
。
㉖
悲
し
く
の
み
あ
る
。
さ
れ
ど
、
お
の
が
心
な
ら
ず
ま
か
り
な
む
と
す
る
。
」
と
言
ひ
て
、
も
ろ
と
も
に
㉗
い
み
じ
う
泣
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く
。
㉘
使
は
る
る
人
も
、
年
ご
ろ
慣
ら
ひ
て
、
立
ち
別
れ
な
む
こ
と
を
、
心
ば
へ
な
ど
㉙
あ
て
や
か
に
㉚
う
つ
く
し
か
り
つ
る
こ
と
を
見
慣
ら
ひ
て
、
㉛

恋
し
か
ら
む
こ
と
の
㉜
堪
へ
が
た
く
、
湯
水
㉝
飲
ま
れ
ず
、
㉞
同
じ
心
に
㉟
嘆
か
し
が
り
け
り
。
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解
答
例

①

ワ
行
上
一
段
活
用
の
動
詞
「
ゐ
る
」
の
連
用
形
。
（
助
詞
「
て
」
に
接
続
す
る
時
は
必
ず
連
用
形
）

②

ク
活
用
の
形
容
詞
「
い
た
し
」
の
連
用
形
。
（
「
泣
く
」
と
い
う
動
詞
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

③

カ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
泣
く
」
の
連
用
形
。
（
「
た
ま
ふ
」
と
い
う
補
助
動
詞
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

④

マ
行
上
一
段
活
用
の
動
詞
「
見
る
」
の
連
用
形
。

⑤

ハ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
問
ふ
」
の
連
用
形
。

⑥

サ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
申
す
」
の
未
然
形
。
（
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
）

⑦

ラ
行
変
格
活
用
の
（
補
助
）
動
詞
「
は
べ
り
」
の
連
用
形
。
（
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
。
な
お
、
「
つ
」
は
断
定
の
助
動

詞
「
な
り
」
に
接
続
す
る
の
で
連
体
形
「
つ
る
」
と
活
用
し
て
い
る
。
）

⑧

ダ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
出
づ
」
の
連
用
形
。

⑨

ラ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
あ
り
」
の
未
然
形
。
（
打
ち
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
）

⑩

ラ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
あ
り
」
の
連
用
形
。
（
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

⑪

カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
ま
う
で
来
」
の
連
用
形
。（
存
続
の
助
動
詞
「
た
り
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
。「
ま
う
で
来
」
は
「
ま
う
づ
」
と
「
来
」

の
合
体
し
た
複
合
動
詞
。
「
来
」
の
読
み
に
注
意
。
連
用
形
は
「
き
」
。
）

⑫

ラ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
帰
る
」
の
終
止
形
。
（
当
然
・
義
務
の
助
動
詞
「
べ
し
」
に
接
続
す
る
の
で
終
止
形
。
四
段
活
用
は
終
止
形
と
連
体
形
が

形
が
同
じ
な
の
で
、
注
意
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
接
続
す
る
語
（
後
に
来
る
語
）
が
前
に
来
る
語
の
活
用
形
を
決
め
て
い
る
こ
と
か
ら
判
別
し
ま

す
。
）

⑬

カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
ま
う
で
来
」
の
未
然
形
。
（
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
。
「
来
」
の
読
み
は
「
こ
」
）

⑭

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
悲
し
」
の
連
体
形
。
（
名
詞
「
こ
と
」
に
接
続
す
る
の
で
連
体
形
）

⑮

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
い
み
じ
」
の
連
用
形
。
（
濁
っ
て
も
「
ジ
ク
活
用
」
と
は
言
わ
な
い
。
）

⑯

カ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
見
つ
く
」
の
連
用
形
。
（
「
見
る
」
＋
「
付
く
」
の
複
合
動
詞
。
）



- 4 -

⑰

サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
お
は
す
」
の
連
用
形
。
（
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
。
「
き
」
は
省
略
さ
れ
た
「
こ
と
」
に
接
続

す
る
の
で
連
体
形
「
し
」
と
活
用
し
て
い
る
。
）

⑱

ハ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
迎
ふ
」
の
連
用
形
。
（
補
助
動
詞
「
き
こ
ゆ
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

⑲

ナ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
死
ぬ
」
の
未
然
形
。
（
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
。
「
む
」
は
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
結
び
な
の

で
已
然
形
の
「
め
」
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
）

⑳

ナ
リ
活
用
の
形
容
動
詞
「
堪
へ
が
た
げ
な
り
」
の
終
止
形
。
（
動
詞
「
堪
ふ
」
＋
形
容
詞
「
か
た
し
（
難
し
）
」
で
「
堪
へ
が
た
し
」
。
形
容
詞
「
堪

へ
が
た
し
」
＋
「
げ
な
り
」
で
形
容
動
詞
に
な
り
ま
す
。
）

㉑

ハ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
経
（
ふ
）
」
の
連
用
形
。
（
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
「
ぬ
る
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
。
「
得
（
う
）
・
寝

（
ぬ
）
・
経
（
ふ
）
」
は
語
感
と
語
尾
の
区
別
の
な
い
下
二
段
活
用
の
語
、
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

㉒

ヤ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
お
ぼ
ゆ
」
の
未
然
形
。
（
ヤ
行
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
）

㉓

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
久
し
」
の
連
用
形
。

㉔

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
い
み
じ
」
の
未
然
形
。
（
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
）

㉕

サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
。

㉖

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
悲
し
」
の
連
用
形
。
（
「
の
み
」
を
飛
ば
し
て
、
動
詞
「
あ
り
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

㉗

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
い
み
じ
」
の
連
用
形
「
い
み
じ
く
」
の
ウ
音
便
。
（
音
便
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
説
明
も
。
）

㉘

ハ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
使
ふ
」
の
未
然
形
。
（
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
。
「
る
」
は
「
人
」
に
接
続
す
る
の
で
連
体
形

の
「
る
る
」
に
な
っ
て
い
る
。
）

㉙

ナ
リ
活
用
の
形
容
動
詞
「
あ
て
や
か
な
り
」
の
連
用
形
。
（
形
容
詞
「
う
つ
く
し
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

㉚

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
う
つ
く
し
」
の
連
用
形
。
（
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
）

㉛

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
恋
し
」
の
未
然
形
。

㉜

ク
活
用
の
形
容
詞
「
堪
へ
が
た
し
」
の
連
用
形
。
（
読
点
「
、
」
に
続
く
の
で
連
用
形
。
連
用
中
止
法
。
）
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㉝

マ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
飲
む
」
の
未
然
形
。
（
可
能
の
助
動
詞
「
る
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形
。
「
る
」
は
「
ず
」
に
接
続
す
る
の
で
未
然
形

「
れ
」
に
活
用
し
て
い
る
。
）

㉞

シ
ク
活
用
の
形
容
詞
「
同
じ
」
の
連
体
形
。
（
「
同
じ
」
の
連
体
形
は
活
用
表
に
従
え
ば
「
同
じ
き
」
だ
が
、
「
同
じ
」
と
い
う
連
体
形
も
普
通
に
使

わ
れ
た
。
文
法
の
テ
キ
ス
ト
三
七
ペ
ー
ジ
下
段
参
照
。
）

㉟

ラ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
嘆
か
し
が
る
」
の
連
用
形
。
（
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
に
接
続
す
る
の
で
連
用
形
。
「
形
容
詞
」
＋
「
～
が
る
」
で
動

詞
に
な
る
。
例
「
寒
し
」
＋
「
が
る
」
＝
「
寒
が
る
」
。
）

答
え
合
わ
せ
を
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

形
を
見
た
だ
け
で
は
、
活
用
形
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
四
段
活
用
は
連
体
形
と
終
止
形
が
同
じ
形
、
ラ
変
は
連
用
形
と
終
止
形
が
同
じ

「
り
」
、
上
一
、
上
二
、
下
一
、
下
二
は
未
然
形
と
連
用
形
が
同
じ
形
で
す
。
こ
の
と
き
、
次
に
述
べ
る
（
前
に
も
述
べ
た
？
）
「
接
続
」
が
決
め
手
に

な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

「
日
本
語
は
足
し
算
す
る
時
に
形
が
変
わ
る
（
活
用
す
る
）
」

私
た
ち
は
普
段
会
話
す
る
と
き
に
、
全
く
文
法
を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
法
に
則
っ
て
会
話
し
て
い
ま
す
。
文
法
を
誤
れ
ば
、
変
な
こ
と
を
言
っ

た
思
わ
れ
ま
す
し
、
自
分
で
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

日
本
語
は
「
膠
着
語
（
こ
う
ち
ゃ
く
ご
）
」
だ
と
、
前
に
書
き
ま
し
た
が
、
「
膠
着
語
」
の
特
徴
は
「
言
葉
と
言
葉
が
接
続
す
る
と
き
に
語
形
変
化
す

る
」
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
文
中
に
「
立
ち
別
れ
な
む
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
品
詞
分
解
す
る
と
、

動
詞
「
立
ち
別
る
」
＋
助
動
詞
「
ぬ
」
＋
助
動
詞
「
む
」
＋
名
詞
「
こ
と
」
と
な
り
ま
す
。

「
立
ち
別
る
」
は
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
に
接
続
す
る
の
で
、
「
立
ち
別
れ
」
と
連
用
形
に
な
り
、

「
ぬ
」
は
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
に
接
続
す
る
の
で
、
「
な
」
と
未
然
形
に
な
り
、
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「
む
」
は
名
詞
に
接
続
す
る
の
で
連
体
形
に
な
り
ま
す
。

要
は
、
下
に
来
る
語
と
の
関
係
で
、
活
用
語
は
語
形
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
下
に
来
る
語
が
上
に
来
る
語
の
活
用
形
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
接
続
助
詞
「
て
」
や
「
用
言
」
が
後
に
来
れ
ば
連
用
形
に
な
り
、
名
詞
が
続
け
ば
連
体
形
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
助
動
詞
が
前
に
来
る
語
の
活
用
形
を
指
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
ず
」
や
「
む
」
の
前
は
未
然
形
、
「
き
」
や
「
け
り
」
の
前

は
連
用
形
、
「
べ
し
」
や
「
ら
む
」
の
前
は
終
止
形
（
た
だ
し
、
ラ
変
型
活
用
語
は
連
体
形
）
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
や
「
ご
と
し
」
の
前
は
連
体

形
、
（
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
前
は
已
然
形
（
命
令
形
）
と
い
う
よ
う
に
、
接
続
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
文
法
の
テ
キ
ス
ト
の
オ
モ
テ
表
紙
ウ
ラ

の
助
動
詞
の
活
用
表
を
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
の
一
番
上
は
「
接
続
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接
続
に
よ
っ
て
助
動
詞
が
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

見
れ
ば
、
そ
の
助
動
詞
が
何
形
接
続
な
の
か
（
そ
の
助
動
詞
が
前
に
来
る
語
を
何
形
に
す
る
か
）
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
助
動
詞
自
体
が
、
後
に
続
く
語
に
よ
っ
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
が
、
日
本
語
の
文
法
の
「
キ
モ
」
の
部
分
で
す
。
腑
に
落
ち
る
ま
で
、
よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

い
っ
ぺ
ん
に
理
解
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
は
あ
た
り
ま
え
。
い
ま
は
、
「
ど
ん
な
こ
と
ば
が
、
い
つ
、
な
ぜ
形
を
変
え
る
か
」
と
い
う
基
本
の
法
則
を

理
解
し
て
お
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
す
。
細
か
い
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
慣
れ
て
い
け
ば
、
自
然
に
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。
助
動
詞
は
２
学
期

に
整
理
し
ま
す
。

お
ま
け
の
ポ
イ
ン
ト

「
な
む
」
の
識
別

「
年
を
経
ぬ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
」
（
二
九
・
２
）
と
「
ま
か
り
な
む
と
す
る
。
」
（
二
九
・
５
）
の
二
つ
の
「
な
む
」
は
全
く
違
っ
た
言
葉
で
す
。

「
年
を
経
ぬ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
」
の
「
な
む
」
は
係
助
詞
の
「
な
む
」
で
す
ね
。
結
び
の
「
け
り
」
が
連
体
形
の
「
け
る
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

「
ま
か
り
な
む
と
す
る
。
」
の
「
な
む
」
は
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
「
な
」
＋
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形
で
す
。

他
に
も
「
雨
降
ら
な
む
」
と
い
う
時
の
「
な
む
」
が
あ
り
ま
す
。
「
雨
が
降
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
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こ
れ
ら
を
識
別
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
接
続
」
で
す
。

名
詞
（
名
詞
グ
ル
ー
プ
）
に
接
続
し
て
い
れ
ば
、
係
り
助
詞
。

活
用
語
の
連
用
形
に
接
続
し
て
い
れ
ば
、
「
ぬ
」
＋
「
む
」
。

活
用
語
の
未
然
形
に
接
続
し
て
い
れ
ば
、
他
に
対
す
る
願
望
（
あ
つ
ら
え
）
の
終
助
詞
。

以
上
の
よ
う
に
識
別
し
ま
す
。
（
文
法
の
テ
キ
ス
ト
一
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
）

「
な
ん
」
の
識
別
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
試
験
に
で
ま
す
の
で
、
受
験
生
の
常
識
で
す
。
覚
え
て
ね
。


